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WNVはNY99-6922株を使用し、 7週離 C3HJHeN]cl(H-2k) マウスに感染させ、jJ過と!陣織を採取している。
脳の組織学的解析 (HE染色)、免疫組織学的解析 (CD3、CD4、CD8) を行っている。牌臓と脳から全RNA
を抽出し、リアルタイム定量逆転写ポリメラーゼ連鎖反応 (RT-PCR) を用いて、ウイルス RNA量を定量す
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るとともに、サイトカインバランスについても解析を行っている。 WNV感染による T細胞の抗原特異性を












有意な増加を観察している。 CDR3size spectratyping解析により、 TCRAV1・1、TCRAV2-1、TCRBV5-2ではク
ローナリティーが非常に高く、 TCRBV8-2はオリゴクローナルであったことを明らかにしている。 CDR3ア
ミノ酸配列解析によっては、 TCRAV1-1で複数の同一クローンが個体問で認められ、それらの相似性は高い















ており、 WNV抗原の認識において TCRα鎖が重要であると結論している o WNV、JEV、TBEVそれぞれが
感染した個体の脳内に浸潤する T細胞は、異なる抗原エピトープを認識していることから、ウイルス特異















本論文は、 WNV感染マウス脳内に CD3+CD8-rT細胞の浸潤を認め、誘導される T細胞の TCRレノ川、アは
WNVに対して撞めて特異性が高く、また invitroの解析においてもこの T細胞は WNVに特異性を持つこと
を示し、加えて 1肝w、JEV、TBEV感染により誘導される脳内浸潤抗原特異的 T細胞は、非常に限定され
たTCRα鎖と比較的多様な TCRs鎖によって構成されることが明らかにし、今後の WNVに対-するワクチン
開発研究に基盤を与える点で、価値ある研究と考えられる。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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